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１．はじめに 

 食の安全・安心や環境保全に対する社会の関心は高まる一方であり、これらに対応するため、農業

生産の現場からは安定生産と減農薬・減化学肥料等の両立が可能なＩＰＭ（総合的病害虫・雑草管理）

の確立が強く求められている。近年、生産現場では化学合成農薬による防除が困難な薬剤耐性菌や虫

媒性ウイルス病、薬剤抵抗性害虫等の発生も多く、複数の防除法を組み合わせたＩＰＭは、これらの

対策としても有望視される。一方、我が国では農業の担い手の高齢化と減尐が深刻な状況であり、農

業生産の規模を維持・拡大するうえで、省力的な農業技術の速やかな開発と普及が緊急的な課題とな

っている。このため、ＩＰＭを構成する個別技術の開発にあたっては、省力性や効率性が求められる。 

天敵利用（生物的防除法）はＩＰＭを構成する重要な害虫防除手段であり、これまで我が国では主

に、生物農薬として商品化された天敵をハウス内に放飼することによる施設園芸での利用技術の開発

と普及が進められてきた。一方、最近はこれに加え、露地栽培圃場（野外）で土着天敵を保護し、そ

の能力を利用して害虫密度の低減化をはかるための取り組みも色々な作物で試みられつつある。露地

作物における土着天敵の保護・利用は、昨今の世界的関心事である生物多様性の保全の観点からも今

後積極的に推進すべき重要な課題であり、農林水産省は平成20年度からの事業として、委託プロジェ

クト研究「農業に有用な生物多様性の指標及び評価手法の開発」（生物多様性プロ）を実施している。

本研究では、農業に有用な生物多様性の構成要因である土着天敵等を対象に、農法・農業技術等の効

果を現場レベルで調査・評価するための指標としての選抜や、これらを用いた生物多様性の評価手法

の開発等が行われている。千葉県では本事業の委託を受け、根深ネギの圃場における生物多様性の指

標生物の選抜とその簡便な評価手法の開発に取り組んでいる。また、その一環として、一部の現地ネ

ギ生産圃場等で取り入れられている管理技術を応用し、土着天敵の保護・利用に有効な圃場管理法の

開発も試みている。ここでは、露地ネギ栽培における病害虫防除の課題とともに、本県が取り組んで

いるネギでの土着天敵保護を目的とした研究の概要について紹介する。 

 

２．千葉県の露地ネギ栽培における病害虫防除の課題 

 千葉県で生産されるネギの多くは露地栽培の根深ネギである。病害虫防除には以下の課題がある。 

１）主要害虫は薬剤抵抗性を発達させたアザミウマとハモグリバエ 

 ネギでは、ハスモンヨトウ、シロイチモジヨトウ、ネギコガ等のチョウ目害虫、タネバエ及びタマ

ネギバエに加え、ネギアザミウマ、ネギハモグリバエ、ネギアブラムシ、ネダニ類等の微小な害虫が

発生する（図１）。このうちネギアザミウマ及びネギハモグリバエは特に薬剤抵抗性が発達しており、

防除効果の高い薬剤が尐ないため、しばしば被害が多発する。根深ネギは出荷時に古い葉が除去され 
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図１ ネギで問題となる害虫



るため、生育期後半に展開した新葉への加害が尐なければ外観品質上の問題は小さい。一方、生育初

期～中期にこれら害虫による葉の被害が多発すると、光合成が著しく阻害され、生育不良が生じる。 

２）長い生育期間と高い防除コスト 

 根深ネギの生育期間は作型によって多尐異なるものの、いずれも半年以上と長い。その間、上記の

害虫による被害のほか、さび病、べと病、黒斑病等の病害の発生を防ぐため、標準的な管理を行う生

産圃場では様々な殺虫剤及び殺菌剤が施用される。被害の多発が懸念される状況下では高頻度での防

除が行われる場合もあり、その結果、防除費用も高くなる。頻繁な薬剤散布作業は生産者にとって大

きな労働負担でもあり、労力軽減に繋がる減農薬管理技術の確立を望む声は多い。 

３）都市部の産地で制限される薬剤散布 

 千葉県の大規模なネギ産地は県北部及び東部に位置している。このうち、江戸川を挟んで東京都に

隣接する北西部の東葛飾地域は特に都市化が進んでおり、周囲が住宅地となっている栽培圃場が多い。

この地域では消費者との近さを生かした直売が盛んである反面、近隣家屋等への農薬飛散リスクや農

薬使用に対する負のイメージを回避するため、薬剤散布が大きく制限される場合もある。病害虫防除

対策の不足が懸念される事例もあるため、薬剤散布以外の病害虫管理技術の充実化が求められている。 

 

３．重要害虫の密度抑制への貢献が期待される土着天敵 

 生物多様性プロにおける研究では、ネギ植物体地上部及び地表面を生息場所とする天敵昆虫等をモ

ニタリングし、指標生物としての利用の可否を明らかにするため、ピットフォールトラップによる捕

獲、吸虫管による捕獲、地上部全体とその特定部位の見取り等の調査を実施している。これらを通じ、

防除圧の低い圃場や植生管理を行う圃場では、地表面を主な生息場所とするゴミムシ類、コモリグモ

科のクモ類及びヒメオオメカメムシ、植物体地上部を主な生息場所とするドヨウオニグモ、アシナガ

グモ類、ササグモ等のクモ類、カブリダニ類（千葉県のネギでの優占種はキイカブリダニ）、ネギハモ

グリバエを寄主とするコガネコバチ科及びヒメコバチ科の寄生蜂計３種等が多く発生することが明ら

かとなり、４年間のデータを基にそれぞれの標準的な発生時期も把握できた（図２）。 

 いずれの種についても、ネギの害虫を与えて天敵としての能力を評価する必要があるが、他の作物

及び害虫における知見から、特にネギアザミウマの天敵として期待されるのはヒメオオメカメムシ及

びカブリダニ類、ネギハモグリバエの天敵として期待されるのは３種の寄生蜂である。 
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図２ 環境保全型の管理を行う秋冬どりの白ネギで見られる主な土着天敵とその多発時期



４．土着天敵の保護・利用の試み 

以上を通じて明らかとなった有望な土着天敵を保護して害虫管理に活用するためには、化学合成農

薬の使用回数の削減や、これら土着天敵の活動に影響が尐ない薬剤の選択を通じ、周辺環境から圃場

への移入を促すことが前提となる。また、より積極的に圃場内とその近隣でこれら土着天敵の定着と

増殖をはかるためには、圃場内外の植生を管理し、天敵の定着・増殖場所を確保することが重要であ

る。土着天敵の定着と増殖の促進を目的としたこのような植生管理技術はネギでは未確立であるが、

現在研究中であり、近い将来に現地の生産現場へ導入できる可能性がある管理技術の事例を紹介する。 
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１）リビングマルチ用のムギ等の配置による捕食性天敵の生息場所の確保 

 ムギ類はリビングマルチや緑肥として、多様な

作物の圃場で利用されている。ムギにはアブラム

シ類、アザミウマ類等の害虫が発生するが、これ

らはイネ科に依存した種であり、他科の作物を加

害しない。害虫が寄生したムギには土着の寄生蜂

や捕食性天敵等が発生し、多くの場合、これらの

中には他科で問題となる害虫も共通的に餌とする

種も含まれる。そこで、ムギを圃場内や周辺に配

置すれば、他科作物における土着天敵の増殖源及

び生息場所として機能するため、最近はこのよう

な観点での利用も注目されている。 

 ネギの畝間に間作した草丈の低いリビングマル

チ用のムギの地上部には、ネギアザミウマの天敵

として機能する可能性があるカブリダニ類が、また株元では、広食性の捕食者であるヒメオオメカメ

ムシが発生し、それぞれネギへの土寄せが開始されるまでの期間を中心として活動することが明らか

となっている。ムギとネギの間におけるこれら土着天敵の移動性等に関しては未解明であるが、ムギ

の間作を行う圃場では被害が問題とならないレベルにネギアザミウマの密度が抑制される場合が多く、

ムギに定着・増殖したこれらの種がネギアザミウマの防除に貢献している可能性があると推察される。 

２）緑肥植物ハゼリソウの一部温存と追い播きによる寄生蜂の発生源と餌資源の確保 

 千葉県、埼玉県等のネギ栽培圃場では、連作障害の発生を回避する目的で、定植前の緑肥としてハ

ゼリソウ科の一年草である北米原産のハゼリソウが利用されている。一方、ハゼリソウは花蜜及び花

粉を多く生産するため、海外では天敵の餌資源として注目されており、実際に麦畑や果樹園に植える

と、圃場におけるヒラタアブ類や寄生蜂類の密度が高まり、害虫密度が抑制されると報告されている。

ネギ圃場でも、緑肥として利用されるハゼリソウの一部をすき込まずに温存すれば、上記のような天

敵の餌資源としての効果も発揮する可能性がある。そこで、ハモグリバエ類とその寄生蜂類に焦点を

当ててハゼリソウにおける発生状況等を調査した。 

その結果、ハゼリソウではネギでの実害がないナモグリバエが発生し、ここに約15種のハモグリバ

エ類土着寄生蜂も寄生することが明らかとなった。寄生蜂のうち、ネギハモグリバエにおいて報告が
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図３ リビングマルチ用のムギの間作によるネギ
アザミウマの捕食性天敵の生息場所の確保



あるものとの共通種は６種類であった。調査期間中の寄生率は時期により変動したが、多発時には10

葉あたり100頭以上の寄生蜂が回収された。また、５～６月に開花するハゼリソウの花からは、これ

ら土着寄生蜂のうち７種が採集された。加えて、室内実験により、開花中のハゼリソウの花を羽化直

後のハモグリバエ類土着寄生蜂に与えたところ、水のみを与えた場合と比較して生存期間が長くなり、

ハゼリソウがハモグリバエ類の寄生蜂の餌資源として機能している可能性が示唆された。 

 関東地方におけるハゼリソウの播種時期は10～11月頃と３～４月頃の２回であり、ネギ圃場で緑肥

として用いられるハゼリソウは通常秋播きされる。これをすき込まずに維持した場合には５～６月頃

に開花し、開花後は急速に枯死するが、秋冬どり栽培のネギの定植時期は６月上～中旬頃であるため、

このままでは長期間ハゼリソウとネギを隣接させるのは困難である。そこで春に追加で播種したとこ

ろ、７月に開花することが確認でき、追い播きによって寄生蜂の発生源と餌資源としての利用期間を

確保できる可能性が示唆された。研究に用いた圃場のネギでは、残念ながら本実験の期間中にネギハ

モグリバエがほとんど発生しなかったため、ハゼリソウの開花と生育の延長による寄生蜂の活動への

効果は検証できなかったが、緑肥の一部温存と追い播きを併用することにより、従来緑肥としての目

的のみで用いられてきたハゼリソウの用途が広がる可能性があると考えられる（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

 以上のように、減農薬管理を行うネギ圃場において各種土着天敵の存在が明らかとなったが、その

積極的な保護・利用に向けた取り組みはまだ試行錯誤の段階である。栽培圃場とその周辺における土

着天敵の保護を目的とした植生管理については、ヨーロッパ諸国を中心とする海外で研究と普及が先

行しているが、これら先行事例と比較して小面積な我が国の圃場への単純な技術導入は現実的ではな

い。このため、上記のように我が国の生産現場の実情に合う方法を模索する必要がある。 

 一方、生産現場では遊休農地等が増加しており、今後これらが新たな病害虫の発生源となることも

懸念される。これら遊休農地等を活用し、周辺の栽培圃場に向けた土着天敵の供給源となるような植

生管理ができれば、病害虫の発生源対策及び栽培圃場における減農薬化の観点からのメリットは大き

い。今後は、栽培圃場内のみならず、その近隣での植生管理も含めた技術への発展が望まれる。 
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図４ ハゼリソウの一部温存と追い播きによる寄生蜂の発生源と餌資源の確保


